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じめた。それらの研究明1っとして.The Labour Aristocracy in 19th Century Britain. 
m “D削 ocracyand the Labo附 Mo問問削t"，edited by John Savi1leは注目すべきも
のであった。筆者がはじめてE.J. Hobsbaw皿を知ったのはこれを介してである。そ
れは筆者のみならず，わが国の研究岩に上つで等し〈関心が払われた"0
戦後著されたイギリス労働運動史研究 A.L. Morton and George Tate， The British 
Labo'j，げ Mo凹醐帥t，1956平 AllenHutt， B円 tishTl叩 deU.剛山't2sm，1952. に比ベて準
かに豊富且つ適確な資料にもとづき，その分析のとでの展開であれば， E. J. Hobsbawm 
の評価は当然白ことでもあった。その後 Cll~tom ， Wage ano Work-Loa.rl in Nineteen 
屯enturyIndustry in，“Essays 叫 LabourHislo叩ヘ editedby ASA Briggs and }ohn 
Savilleをみるに及んで，いよいよ彼の研究について関心は高まるとともに，彼に Mo-















ち， (3)メソデイズムとプりテンにおける革命の脅威， (4)遍歴職人， (5)ブリテンの生活水
準， 1790-1850， (叫歴史と「く刷、劣悪な工場J，(7)生活水準論争，補遺 (8)1800年以:
























るG したがって， 19世紀イギりス労働運動史をる場合， 19世紀イギリス労働者階級の構
2) H. A. Turnerが口osedUnion_ Open Unionと考えでいるのは住日に値いする。
































そこに，いわゆる新組合運動 (NewTrade Umonism)が労働平民である Labourer
によって19世紀末生成した。一般労働組の成立とそり運動展開である。それ故ホプスポ












































たJ(p. 3UU)というりはここにも妥当する Cあろう。 もとより彼は運動がたんなる改良
主義におちいらないようにするためには「より高度の政治主義，特利の努力が必要であ
るJ(p. 302)と付加する。
かくして，著者は運動の一般的傾向についてつぎのように言う。 r一連のジグザグの
曲線をとおして 急激な前進の時期がかなり保守主義あるいは絶対的後退のベつの時
期にひきつがれてJ(p. 286)現段階に至り，決して 直線の軌跡をえがくものではなし、。
その発展過程を極めて豊富な資料壱消化して，確かな視点から，特に賃労働それ自体の
構造分析の上にイギリス労働運動史研究の展開を試みた本書はウェップとレーニンの間
隙を埋めるものとして重要な意味をもつものと評価しなければならない。
訳文につu、て多少の生硬を感じさせえまいでもなrが，ごの困難な訳業にあたられた訳
者および，本書のような専門書争敢えて刊行戸れた出版社に，専攻者の 人として敬意
号表したい。(E.. J・ホプスボーム著，鈴木幹久・永井義雄訳「イギリス労働運動史」
昭和43年10月刊， ミネルヴァ書房。)
